
請

願

第

一

五

号 

  
 

 
後

期

高

齢

者

医

療

制

度

を

す

み

や

か

に

廃

止

す

る

意

見

書

の

提

出

に

関

す

る

請

願 

  

主 

旨 後

期

高

齢

者

医

療

制

度

を

す

み

や

か

に

廃

止

し

、

も

と

の

老

人

保

健

制

度

・

国

民

健

康

保

険

制

度

に

戻

す

事

。 

  

理 

由 後

期

高

齢

者

医

療

制

度

は

高

齢

者

を

差

別

し

、

大

き

な

負

担

を

強

い

る

悪

法

で

す

。

基

本

検

診

は

無

く

な

っ

て

、

料

金

八

〇

〇

円

の

特

定

検

診

に

な

り

、

検

診

項

目

も

減

ら

さ

れ

ま

し

た

。

特

定

検

診

で

も

、

高

額

介

護

合

算

療

養

費

で

も

申

請

・

届

け

出

を

し

な

け

れ

ば

実

施

さ

れ

な

い

な

ど

、

高

齢

者

差

別

が

ま

か

り

通

っ

て

い

ま

す

。

口

腔

ケ

ア

、

は

り

・

灸

・

マ

ッ

サ

ー

ジ

助

成

、

肺

炎

球

菌

ワ

ク

チ

ン

助

成

な

ど

高

齢

者

に

と

っ

て

の

必

要

不

可

欠

と

も

い

え

る

諸

保

険

事

業

に

は

一

顧

だ

に

せ

ず

、
保

険

料

は

引

き

上

げ

る

な

ど

、

市

民

苛

め

の

諸

策

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

広

域

連

合

に

は

、

多

額

の

保

険

剰

余

金

、

財

政

安

定

化

資

金

が

あ

る

と

聞

い

て

い

ま

す

。
こ

れ

の

活

用

を

ま

ず

考

え

る

べ

き

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。
高

齢

者

の

生

活

は

、

二

〇

〇

〇

年

に

は

い

っ

て

、

す

で

に

公

的

年

金

額

を

二

・

二

％

引

き

下

げ

ら

れ

、

今

後

長

期

に

連

続

し

て

引

き

下

げ

が

続

く

事

態

に

迫

ら

れ

て

い

ま

す

。

介

護

保

険

料

と

あ

わ

せ

馬

鹿

に

出

来

な

い

金

額

が

懐

を

去



っ

て

い

き

ま

す

。 

年

齢

に

よ

り

差

別

し

た

制

度

は

速

や

か

に

廃

止

し

、

元

の

老

人

保

健

制

度

・

国

民

健

康

保

険

制

度

に

戻

し

て

総

合

的

に

運

用

す

べ

き

で

す

。

広

域

連

合

の

運

用

は

絶

対

に

や

め

る

べ

き

で

す

。 
以

上

を

ご

勘

案

頂

き

、

政

府

な

ら

び

に

関

係

省

庁

に

対

し

、

右

記

事

項

の

意

見

書

を

提

出

し

て

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

請

願

し

ま

す

。 

 

二

〇

一

二

年

八

月

二

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紹

介

議

員 
 

益 

田 

牧 

子 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

熊

本

市

議

会

議

長 

 
 

 
 

津

田

征

士

郎 

殿 

 


